
公益財団法人 日本数学検定協会

令和二年　問題一
最優秀解答賞

講　評

砂川 大輔さん（11歳、東京都）

グラフや表などのデータを積極的に活用したり、図示してわかりやすく説明したりするなど、ところどころにくふ

うが
こ

凝らされていました。大仏さまの視野、奈良へのアクセス手段の変遷に関する検討、人口の推移、大仏殿の開

館時間など、多角的な視点に基づいての考察は見事です。
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物理的な見地に基づくアイデアに加え、歴史的なできごとにも触れながら、
  ち  みつ

緻密な考察に基づいて算出している点

がとても印象的でした。途中経過の説明がていねいに書かれていることも高く評価しました。
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ペンネーム：算額の民／
佐藤裕樹さん、吉田開人さん、望月湊さん、吉田昂生さん、長谷部航希さん

（昭和学院秀英高等学校、いずれも 16歳、千葉県）
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和里田 愛実さん（広陵町立真美ケ丘中学校、13歳、奈良県）

各時代の人口について調査し、鉄道や高速道路などの交通手段の発展に加え、近年増加傾向にある外国人観光客の

訪問者数も視野に入れているのは、すばらしいです。まさに、時代の
すうせい

趨勢をとらえた答案といえます。
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大橋 悠生さん（立命館慶祥中学校・高等学校、15歳、北海道）

歴史的なできごとだけでなく、東大寺の年中行事も考慮に入れながら人数を算出している点は、たいへんユニーク

なアプローチであるといえます。これら双方の検証の過程も
  ち  みつ

緻密な考察をしていることが
うかが

窺えました。
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